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タイプを見極め、書いてみる！

定番ものからウワサの新傾向問題まで。
Chapter  3 解答例

ver.2

1
タイプ

『 ココがスタートだ！ 今どきの小論文』

自分の考える「コミュニケーションの定義」を
示し、「発達段階」という観点から考察している。

テ
ー
マ
型
小
論
文
（
p. 

66
～
）

※
立
場
を
変
え
て
書
く
場
合

第一段落で示した反対の立場を改めて
明示し（双括型）、説得力を演出している。

弟の経験をくわしく書き、自分の考えの
根拠を具体的に説明している。

反対の立場を明示し、その理由を次の
段落で述べることを示唆している。

私
は
、
小
・
中
学
生
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
に
反
対

で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
情
報
検
索
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
は
有
用
で
あ
る
が
、
使
い
方
を
誤
る
と
、
予

想
外
の
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
か
ね
な
い
か
ら
だ
。
反
対
と
考
え
る

理
由
を
、
私
の
弟
の
経
験
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

私
の
弟
は
、
中
学
二
年
生
の
頃
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
所
持

し
、
主
に
外
出
時
の
家
族
と
の
連
絡
や
友
人
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
交

換
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
目
的
で
使
用
し
て
い
る
。
友
人
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
即
座
に
返
信
す
る
た
め
、
夕
食
時
や
入
浴
中
、
就
寝
の

直
前
ま
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
熱
中
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
、
わ

ず
か
な
変
換
ミ
ス
に
よ
る
勘
ち
が
い
か
ら
、
友
人
と
仲
た
が
い
し

友
人
関
係
に
悩
む
姿
も
度
々
見
ら
れ
た
。

人
と
人
と
が
向
か
い
合
っ
て
交
流
す
る
こ
と
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
基
本
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
感
情

が
豊
か
に
な
り
、
他
人
の
気
持
ち
を
推
量
で
き
る
人
間
が
育
つ
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
文
字
だ
け
の
情
報
か
ら
正
し
く
相
手
の
意
図

を
く
み
取
る
こ
と
は
、
小
・
中
学
生
の
み
な
ら
ず
、
高
校
生
や
大

人
で
も
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
「
炎
上
」
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
な
い
こ
と
が
そ
の

証
拠
で
あ
ろ
う
。
今
、
小
・
中
学
生
に
必
要
な
も
の
は
、
情
報
や

相
手
の
意
図
を
正
し
く
判
断
す
る
能
力
で
あ
り
、
そ
の
力
が
十
分

に
身
に
つ
い
て
い
な
い
段
階
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う
べ

き
で
は
な
い
。
発
達
年
齢
に
応
じ
た
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
運
用
が

今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

、、


